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一
、
序
言

　

世
親
の
『
唯
識
三
十
頌
』
に
対
す
る
十
大
論
師
の
注
釈
を
合
糅
し
た
玄
奘
訳
『
成
唯
識
論
』
に
は
、
安
慧
の
注
釈
が
含
ま
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
成
唯
識
論
』
の
本
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、『
成
唯
識
論
』
の
翻
訳
で
筆
受
を
務
め
た
基
（
慈

恩
大
師
）
が
撰
述
し
た
『
成
唯
識
論
述
記
』
（
以
下
『
述
記
』
と
略
称
す
る
）
の
記
述
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

『
述
記
』
十
巻
は
一
巻
が
上
下
に
分
か
れ
る
た
め
、
二
十
巻
に
相
当
す
る
。
そ
の
中
の
二
十
か
所
以
上
に
「
安
慧
（
安
恵
）
」
の
解
釈
に
つ

い
て
の
言
及
が
あ
り
、
そ
の
過
半
数
が
一
分
説
（
識
の
相
分
・
見
分
・
自
証
分
・
証
自
証
分
の
う
ち
自
証
分
の
み
を
有
と
す
る
説
）
に
関
す

る
も
の
で
あ
る

（
１
）

。
小
稿
で
は
、
『
述
記
』
に
伝
え
ら
れ
る
安
慧
の
一
分
説
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
特
徴
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　

二
、
第
一
頌
の
安
慧
釈

　

１
安
慧
の
一
分
説

　

先
ず
、
『
唯
識
三
十
頌
』
第
一
頌
に
対
す
る
『
成
唯
識
論
』
の
本
文
に
関
し
て
、
『
述
記
』
が
安
慧
の
解
釈
で
あ
る
と
す
る
記
述
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

　

『
唯
識
三
十
頌
』
第
一
頌
は
、
「
由
假
説
我
法
。
有
種
種
相
轉
。
彼
依
識
所
變
。
此
能
變
唯
三
。
（
仮
に
由
り
て
我
・
法
あ
り
と
説
く
。
種

種
の
相
転
ず
る
こ
と
有
り
。
彼
は
識
の
所
変
に
依
る
。
此
の
能
変
は
唯
だ
三
の
み
な
り

（
２
）

。
）
」
で
あ
る
。
第
一
頌
に
関
す
る
『
述
記
』
の
注
釈

に
、
次
の
よ
う
な
安
慧
の
解
釈
が
あ
る
。

若
安
惠
解
、
二
種
我
法
皆
是
別
無
。
依
於
總
無
見
相
二
分
、
施
設
假
説
。
性
非
有
故
。
自
證
離
言
、
非
我
法
故
。
唯
佛
所
證

（
３
）

。
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若
し
安
恵
の
解
な
ら
ば
、
二
種
の
我
・
法
は
皆
な
是
れ
別
無
な
り
。
総
無
の
見
・
相
二
分
に
依
り
、
施
設
し
仮
説
す
。
性
、
有
に
非
ざ

る
が
故
に
。
自
証
は
離
言
に
し
て
、
我
・
法
に
非
ざ
る
が
故
に
。
唯
だ
仏
の
み
証
す
る
所
な
り
。

　

す
な
わ
ち
、
安
慧
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
仮
・
有
の
二
種
の
我
・
法
は
み
な
別
無
で
あ
り
、
総
無
の
見
分
・
相
分
に
よ
り
施
設
さ
れ
仮
説
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
本
性
と
し
て
有
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
自
証
分
は
言
説
を
離
れ
た
も
の
で
、
我
・
法
で
は
な
い
。
そ

れ
は
だ
だ
仏
の
み
が
証
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
我
・
法
は
見
分
・
相
分
に
よ
り
施
設
さ
れ
る
が
、
見
分
・
相
分
は
無
で

あ
り
、
自
証
分
の
み
が
有
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
第
一
頌
に
対
す
る
『
成
唯
識
論
』
の
本
文
に
は
、
「
變
謂
識
體
轉
似
二
分
。
相
見
倶
依
自
證
起
故
。
依
斯
二
分
施
設
我
法
。
彼
二

離
此
無
所
依
故
。
（
変
と
は
謂
く
識
体
転
じ
て
二
分
に
似
る
。
相
・
見
は
倶
に
自
証
に
依
り
て
起
こ
る
が
故
に
。
斯
の
二
分
に
依
り
て
我
・

法
を
施
設
す
。
彼
の
二
は
此
れ
に
離
れ
て
所
依
無
き
が
故
に

（
４
）

。
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
『
述
記
』
の
注
釈
に
、
次
の
よ
う
な
安
慧
の
解

釈
が
あ
る
。

安
惠
解
云
。
變
謂
識
體
轉
似
二
分
、
二
分
體
無
。
遍
計
所
執
。
除
佛
以
外
菩
薩
已
還
、
諸
識
自
體
即
自
證
分
、
由
不
證
實
有
法
執
故
、

似
二
分
起
。
即
計
所
執
。
似
依
他
有
、
二
分
體
無
。
如
自
證
分
、
相
貌
亦
有
。
以
無
似
有
。
即
三
性
心
皆
有
法
執
。
八
識
自
體
皆
似
二

分
。
如
依
手
巾
變
似
於
兎
、
幻
生
二
耳
二
耳
體
無
、
依
手
巾
起

（
５
）

。

安
恵
解
し
て
云
く
。
「
変
と
は
謂
く
識
体
転
じ
て
二
分
に
似
る
」
と
い
ふ
は
、
二
分
は
体
無
き
な
り
。
遍
計
所
執
な
り
。
仏
を
除
き
て

以
外
の
菩
薩
已
還
の
、
諸
識
の
自
体
は
即
ち
自
証
分
な
る
も
、
実
を
証
せ
ず
法
執
有
る
に
由
る
が
故
に
、
二
分
に
似
て
起
こ
る
。
即
ち

計
所
執
な
り
。
依
他
の
有
に
似
る
も
、
二
分
は
体
無
き
な
り
。
自
証
分
の
如
く
、
相
貌
は
亦
た
有
な
り
。
無
の
有
に
似
る
を
以
て
な
り
。

即
ち
三
性
の
心
に
皆
な
法
執
有
り
。
八
識
の
自
体
は
皆
な
二
分
に
似
る
。
手
巾
に
依
り
て
兎
を
変
似
す
る
に
、
幻
に
二
耳
を
生
ず
る
も

二
耳
は
体
無
く
、
手
巾
に
依
り
て
起
こ
る
が
如
し
。

　

す
な
わ
ち
、
相
分
・
見
分
は
無
体
で
あ
り
、
遍
計
所
執
性
で
あ
る
。
仏
以
外
は
、
諸
識
の
自
体
で
あ
る
自
証
分
が
、
法
執
に
よ
り
相
分
・

見
分
の
よ
う
な
も
の
を
起
こ
す
。
こ
れ
が
遍
計
所
執
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
依
他
起
性
で
あ
る
自
証
分
の
よ
う
に
有
体
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ

る
が
、
相
分
・
見
分
は
無
体
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
三
性
の
諸
識
に
は
み
な
法
執
が
あ
り
、
そ
の
自
体
（
自
証
分
）
が
相
分
・
見
分
の
よ
う

な
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
手
巾
で
作
ら
れ
た
兎
の
耳
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

こ
こ
に
は
、
相
分
・
見
分
が
無
体
、
自
証
分
が
有
体
で
あ
り
、
前
者
が
遍
計
所
執
性
、
後
者
が
依
他
起
性
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
見
ら
れ
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る
。
ま
た
、
三
性
の
諸
識
に
は
み
な
法
執
が
あ
る
と
い
う
解
釈
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
安
慧
の
一
分
説
と
は
、
相
分
・
見
分
・
自

証
分
の
三
分
を
認
め
た
上
で
、
相
分
・
見
分
の
無
体
と
、
自
証
分
の
有
体
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
三
分
と
三
性

と
の
関
係
や
、
八
識
と
我
執
・
法
執
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
文
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

２
護
法
・
難
陀
の
解
釈
と
の
比
較

　

次
に
、
安
慧
の
解
釈
の
特
徴
を
、
護
法
等
の
解
釈
と
比
較
し
た
記
述
を
検
討
す
る
。

　

第
一
頌
に
対
す
る
『
成
唯
識
論
』
の
本
文
の
続
き
に
は
、
「
我
法
分
別
熏
習
力
故
、
諸
識
生
時
變
似
我
法
。
（
我
・
法
と
分
別
し
て
熏
習
す

る
力
の
故
に
、
諸
識
の
生
ず
る
時
に
変
じ
て
我
・
法
に
似
る

（
６
）

。
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
『
述
記
』
の
注
釈
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。護

法
釋
云
。
識
自
證
分
所
變
相
見
依
他
二
分
、
非
我
非
法
。
無
主
宰
故
。
無
作
用
故
。
性
離
言
故
。
…
中
略
…
世
間
凡
夫
、
依
識
所
變

相
見
二
分
、
依
他
性
上
執
爲
我
法
。
此
所
變
者
似
彼
妄
情
、
名
似
我
法
。
彼
妄
所
執
我
法
實
無

（
７
）

。

護
法
釈
し
て
云
く
。
識
の
自
証
分
の
所
変
の
相
・
見
の
依
他
の
二
分
は
、
我
に
も
非
ず
法
に
も
非
ず
。
主
宰
無
き
が
故
に
。
作
用
無
き

が
故
に
。
性
、
言
を
離
る
る
が
故
に
。
…
中
略
…
世
間
の
凡
夫
は
、
識
所
変
の
相
・
見
二
分
に
依
り
て
、
依
他
性
の
上
に
執
し
て
我
・

法
と
為
す
。
此
の
所
変
の
者
の
彼
の
妄
情
に
似
る
を
、
「
〔
諸
識
の
生
ず
る
時
に
変
じ
て
〕
我
・
法
に
似
る
」
と
名
づ
く
。
彼
の
妄
所
執

の
我
・
法
は
実
に
は
無
し
。

　

す
な
わ
ち
、
護
法
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
識
の
自
証
分
が
変
じ
た
相
分
・
見
分
は
依
他
起
性
で
あ
り
、
我
・
法
で
は
な
い
。
依
他
起
性
の
相
分
・

見
分
に
は
、
主
宰
も
作
用
も
な
く
、
本
性
と
し
て
言
説
を
離
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
凡
夫
は
識
（
の
自
証
分
）
が
変
じ
た
相
分
・
見
分
に
も

と
づ
い
て
、
依
他
起
性
に
対
し
て
我
・
法
と
執
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
変
じ
た
我
・
法
は
妄
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
我
・
法
に
似
る
」

と
言
う
。
そ
の
妄
り
に
執
さ
れ
た
我
・
法
は
実
に
は
無
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
は
、
依
他
起
性
に
も
相
分
・
見
分
が
あ
り
、
そ
れ
に
も
と

づ
い
て
妄
情
に
よ
り
我
執
・
法
執
が
起
こ
る
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
護
法
は
依
他
起
性
の
相
分
・
見
分
を
有
体
で
あ
る

と
し
、
自
証
分
の
ほ
か
に
証
自
証
分
を
も
認
め
る
こ
と
か
ら
、
四
分
説
を
説
い
た
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
難
陀
の
解
釈
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

難
陀
等
言
。
於
識
所
變
依
他
相
分
、
諸
聖
者
等
、
愍
諸
凡
類
不
知
自
識
、
方
便
假
説
我
法
二
言
。
便
於
識
變
強
名
我
法
、
令
彼
斷
除
我
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〇
〇

法
實
執
、
方
便
解
了
離
言
法
性
。
凡
夫
依
此
依
他
相
分
、
執
爲
我
法
。
故
説
識
變
似
我
法
言

（
８
）

。

難
陀
等
言
く
。
識
所
変
の
依
他
の
相
分
に
於
い
て
、
諸
も
ろ
の
聖
者
等
、
諸
も
ろ
の
凡
類
の
自
識
を
知
ら
ざ
る
を
愍
み
て
、
方
便
も
て
我
・

法
の
二
言
を
仮
説
す
。
便
ち
識
変
に
於
い
て
強
ひ
て
我
・
法
と
名
づ
け
、
彼
を
し
て
我
・
法
の
実
執
を
断
除
し
、
方
便
も
て
離
言
の
法

性
を
解
了
せ
し
む
。
凡
夫
は
此
の
依
他
の
相
分
に
依
り
て
、
執
し
て
我
・
法
と
為
す
。
故
に
「
〔
諸
〕
識
〔
の
生
ず
る
時
に
〕
変
じ
て
我
・

法
に
似
る
」
の
言
を
説
く
。

　

す
な
わ
ち
、
難
陀
等
解
釈
に
よ
れ
ば
、
識
が
変
じ
た
依
他
起
性
の
相
分
に
お
い
て
、
聖
者
が
凡
夫
の
た
め
に
方
便
に
よ
り
我
・
法
と
い

う
言
説
を
仮
説
し
た
。
凡
夫
は
こ
の
依
他
起
性
の
相
分
に
も
と
づ
い
て
我
・
法
と
執
す
る
こ
と
か
ら
、
「
変
じ
て
我
・
法
に
似
る
」
と
言
う
、

と
い
う
。
こ
れ
は
、
依
他
起
性
に
相
分
・
見
分
が
あ
り
、
そ
の
相
分
に
も
と
づ
い
て
我
・
法
の
執
が
起
こ
る
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
難
陀

は
依
他
起
性
の
相
分
・
見
分
を
有
体
で
あ
る
と
す
る
が
、
自
証
分
・
証
自
証
分
を
立
て
な
い
こ
と
か
ら
、
二
分
説
を
説
い
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
安
慧
の
解
釈
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

安
惠
解
云
。
變
似
我
法
總
有
二
解
。
①
一
若
世
間
聖
教
皆
是
計
所
執
。
世
間
依
八
識
所
變
總
無
之
上
、
第
六
七
識
起
執
於
我
、
除
第
七

識
餘
之
七
識
起
執
於
法
。
不
許
末
那
有
法
執
故
、
如
是
總
説
。
執
爲
我
法
種
種
別
相
熏
習
力
故
、
八
識
生
時
變
似
我
法
。
六
七
似
我
。

聖
教
愍
諸
有
情
、
説
凡
愚
所
計
爲
假
我
法
。
亦
依
總
無
假
説
爲
別
我
法
。
由
聞
此
熏
習
、
八
識
生
時
變
似
我
法
。
②
又
解
。
諸
識
生
時

變
似
我
法
者
、
即
自
證
分
上
、
有
似
我
法
之
相
。
體
變
爲
相
、
但
依
他
性
。
依
此
堅
執
爲
我
法
者
、
方
是
二
分
。
其
似
我
法
、
不
名
二

分
。
以
下
約
喩
依
他
性
有
。
故
識
所
變
似
我
似
法
、
是
識
自
體
。
雖
有
二
解
、
後
解
難
知
。
前
解
爲
勝

（
９
）

。

安
恵
解
し
て
云
く
。
「
〔
諸
識
の
生
ず
る
時
に
〕
変
じ
て
我
・
法
に
似
る
」
に
総
じ
て
二
解
有
り
。
①
一
に
は
若
し
く
は
世
間
に
も
聖
教

に
も
皆
な
是
れ
計
所
執
な
り
。
世
間
は
八
識
所
変
の
総
無
〔
の
相
分
・
見
分
〕
の
上
に
於
い
て
、
第
六
・
七
識
は
執
を
我
に
起
こ
し
、

第
七
識
を
除
く
余
の
七
識
は
執
を
法
に
起
こ
す
。
末
那
に
法
執
有
り
と
許
さ
ざ
る
が
故
に
、
是
の
如
く
総
説
す
。
執
し
て
我
・
法
を
種

種
の
別
相
と
為
し
て
熏
習
す
る
力
の
故
に
、
八
識
の
生
ず
る
時
に
変
じ
て
我
・
法
に
似
る
。
六
と
七
と
は
我
に
似
る
な
り
。
聖
教
は
諸

も
ろ
の
有
情
を
愍
み
て
、
凡
愚
の
所
計
を
説
き
て
仮
の
我
・
法
と
為
す
。
亦
た
総
無
〔
の
相
分
・
見
分
〕
に
依
り
て
仮
説
し
て
別
〔
無
〕

の
我
・
法
と
為
す
。
此
れ
を
聞
き
て
熏
習
す
る
に
由
り
て
、
八
識
の
生
ず
る
時
に
変
じ
て
我
・
法
に
似
る
な
り
。
②
又
た
解
す
。
「
諸

識
の
生
ず
る
時
に
変
じ
て
我
・
法
に
似
る
」
と
は
、
即
ち
自
証
分
の
上
に
、
我
・
法
に
似
る
の
相
有
る
な
り
。
体
変
じ
て
相
と
為
る
は
、

但
だ
依
他
性
な
り
。
此
れ
に
依
り
て
堅
執
し
て
我
・
法
と
為
す
者
、
方
に
是
れ
二
分
な
り
。
其
の
我
・
法
に
似
る
も
の
は
、
二
分
と
は



『
成
唯
識
論
述
記
』
の
伝
え
る
安
慧
の
一
分
説
に
つ
い
て
（
吉
村
）

一
〇
一

名
づ
け
ず
。
下
に
喩
に
約
す
る
に
依
他
性
の
有
な
る
を
以
て
な
り
。
故
に
識
所
変
の
似
我
・
似
法
は
、
是
れ
識
の
自
体
な
り
。
二
解
有

り
と
雖
も
、
後
の
解
は
知
り
難
し
。
前
の
解
を
勝
と
為
す
。

　

す
な
わ
ち
、
安
慧
に
よ
れ
ば
「
諸
識
の
生
ず
る
時
に
変
じ
て
我
・
法
に
似
る
」
に
は
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
。
①
第
一
に
、
遍
計
所
執
性
に

お
け
る
八
識
の
所
変
を
い
う
。
世
間
に
お
い
て
は
、
遍
計
所
執
性
の
八
識
が
変
じ
た
無
体
の
相
分
・
見
分
に
お
い
て
、
第
六
識
・
第
七
識
が

我
執
を
起
こ
し
、
前
六
識
・
第
八
識
が
法
執
を
起
こ
す
。
聖
教
に
お
い
て
は
、
凡
愚
の
遍
計
所
執
性
を
仮
の
我
・
法
と
し
、
あ
る
い
は
無
体

の
相
分
・
見
分
に
も
と
づ
い
て
無
体
の
我
・
法
を
仮
説
す
る
。
②
第
二
に
、
依
他
起
性
に
お
け
る
八
識
の
所
変
を
い
う
。
依
他
起
性
の
自
証

分
（
体
）
に
お
い
て
我
・
法
に
似
る
も
の
（
相
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
我
・
法
と
執
す
る
も
の
が
遍
計
所
執
性
の
相
分
・
見
分
で

あ
る
。
そ
の
我
・
法
に
似
る
も
の
は
相
分
・
見
分
と
は
い
わ
ず
自
証
分
に
属
す
る
、
と
い
う
。
『
述
記
』
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
解
釈
の
う
ち
、

後
者
は
知
り
難
く
、
前
者
が
勝
れ
て
い
る
、
と
い
う
。

　

①
は
遍
計
所
執
性
に
お
い
て
相
分
・
見
分
が
我
・
法
の
二
執
を
起
こ
す
と
い
う
解
釈
で
あ
り
、
②
は
依
他
起
性
に
お
い
て
自
証
分
が
我
・

法
に
似
た
も
の
を
生
じ
、
こ
れ
に
対
し
て
相
分
・
見
分
が
我
・
法
の
二
執
を
起
こ
す
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
前
項
で
み
た
安
慧

の
解
釈
、
す
な
わ
ち
相
分
・
見
分
を
無
体
と
し
、
自
証
分
の
み
を
有
体
と
す
る
解
釈
と
、
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
安
慧
の
解
釈

の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
②
の
解
釈
で
依
他
起
性
に
お
け
る
の
我
・
法
に
似
る
も
の
を
相
分
・
見
分
と
い
い
、
有
体
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
護
法
・
難
陀
の
解
釈
と
同
じ
に
な
る
と
い
え
る

（
（1
（

。
『
述
記
』
が
②
よ
り
も
①
の
解
釈
を
重
視
し
て
い
る
の
は
、
②
に
は
護
法
・

難
陀
と
共
通
す
る
思
考
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
①
に
は
安
慧
独
自
の
説
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
①
の
八
識
と
我
執
・
法
執
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
護
法
・
難
陀
の
解
釈
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
両
者
の
解
釈
を
比
較
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

若
護
法
難
陀
等
解
、
由
無
始
來
第
六
七
識
横
計
我
法
。
種
種
分
別
熏
習
力
故
。
若
安
惠
解
、
七
識
相
應
諸
心
心
所
皆
名
分
別
。
能
熏
習

故
。
即
由
分
別
熏
習
種
生
。
…
中
略
…

然
護
法
等
云
。
第
六
七
識
妄
熏
習
故
、
八
識
生
時
變
似
我
法
。
安
慧
釋
云
。
由
七
識
熏
習
分
別
力
故
、
八
識
生
時
變
似
我
法
。
八
識
之

中
皆
有
執
故

（
（1
（

。

若
し
護
法
・
難
陀
等
の
解
な
ら
ば
、
無
始
よ
り
来
た
第
六
・
七
識
横
に
我
・
法
を
計
す
。
種
種
に
分
別
し
て
熏
習
す
る
力
に
由
る
が
故
に
。

若
し
安
恵
の
解
な
ら
ば
、
七
識
と
相
応
す
る
諸
も
ろ
の
心
・
心
所
を
皆
な
分
別
と
名
づ
く
。
能
く
熏
習
す
る
が
故
に
。
即
ち
分
別
に
由

り
て
熏
習
し
て
種
生
ず
。
…
中
略
…
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成
唯
識
論
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え
る
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分
説
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い
て
（
吉
村
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一
〇
二

然
る
に
護
法
〔
・
難
陀
〕
等
の
云
く
。
第
六
・
七
識
の
妄
熏
習
の
故
に
、
八
識
生
ず
る
時
に
変
じ
て
我
・
法
に
似
る
。
安
慧
釈
し
て
云
く
。

七
識
の
熏
習
し
分
別
す
る
力
に
由
る
が
故
に
、
八
識
生
ず
る
時
に
変
じ
て
我
・
法
に
似
る
。
八
識
の
中
に
皆
な
執
有
る
が
故
に
。

　

す
な
わ
ち
、
護
法
・
難
陀
に
よ
れ
ば
、
第
六
識
・
第
七
識
の
熏
習
に
よ
り
、
八
識
が
生
じ
る
時
に
第
六
識
・
第
七
識
に
お
い
て
我
執
・
法

執
が
起
こ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
安
慧
に
よ
れ
ば
、
前
七
識
の
熏
習
に
よ
り
、
八
識
が
生
じ
る
時
に
八
識
の
す
べ
て
に
お
い
て
我
執
・
法
執
が

起
こ
る
、
と
い
う
。
詳
説
す
れ
ば
前
述
の
よ
う
に
、
第
六
識
・
第
七
識
で
は
我
執
が
起
き
、
前
六
識
・
第
八
識
で
は
法
執
が
起
こ
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
も
護
法
・
難
陀
と
は
異
な
る
安
慧
の
解
釈
の
特
徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
八
識
と
我
執
・
法
執
に
つ
い
て
両
者
の
解
釈
を
図
示

す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　

〔
安
慧
の
解
釈
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

前
五
識　

第
六
識　

第
七
識　

第
八
識

　
　
　
　
　

熏
習　
　

〇　
　
　

〇　
　
　

〇　
　
　

×

　
　
　
　
　

我
執　
　

×　
　
　

〇　
　
　

〇　
　
　

×

　
　
　
　
　

法
執　
　

〇　
　
　

〇　
　
　

×　
　
　

〇

　
　

〔
護
法
・
難
陀
の
解
釈
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

前
五
識　

第
六
識　

第
七
識　

第
八
識

　
　
　
　
　

熏
習　
　

×　
　
　

〇　
　
　

〇　
　
　

×

　
　
　
　
　

我
執　
　

×　
　
　

〇　
　
　

〇　
　
　

×

　
　
　
　
　

法
執　
　

×　
　
　

〇　
　
　

〇　
　
　

×

　
　
　

三
、
第
三
頌
の
安
慧
釈

　

１
安
慧
の
解
釈
に
対
す
る
批
判

　

次
に
、
『
唯
識
三
十
頌
』
第
三
頌
に
対
す
る
『
成
唯
識
論
』
の
本
文
に
関
し
て
、
『
述
記
』
が
安
慧
の
解
釈
で
あ
る
と
す
る
記
述
に
つ
い
て



『
成
唯
識
論
述
記
』
の
伝
え
る
安
慧
の
一
分
説
に
つ
い
て
（
吉
村
）

一
〇
三

検
討
す
る
。

　

『
唯
識
三
十
頌
』
第
三
頌
の
「
不
可
知
執
受
処
了
。
（
不
可
知
の
執
受
と
処
と
了
と
な
り

（
（1
（

。
）
」
に
対
す
る
『
成
唯
識
論
』
の
本
文
に
は
、「
此

中
了
者
、
謂
異
熟
識
、
於
自
所
縁
、
有
了
別
用
。
此
了
別
用
、
見
分
所
攝
。
（
此
の
中
の
了
と
は
、
謂
く
異
熟
識
の
、
自
の
所
縁
に
於
て
、

了
別
の
用
有
る
な
り
。
此
の
了
別
の
用
は
、
見
分
に
摂
め
ら
る

（
（1
（

。
）
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
八
識
の
行
相
は
了
別
で
あ
り
、
見
分
に
属
す

る
と
い
う
。
そ
し
て
、
相
分
・
見
分
の
二
分
説
、
自
証
分
を
加
え
た
三
分
説
、
証
自
証
分
を
加
え
た
四
分
説
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
一
分
説

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
二
分
説
の
本
文
に
関
す
る
『
述
記
』
の
注
釈
で
は
、
安
慧
の
解
釈
が
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。

論
。
然
有
漏
識
至
能
縁
相
現
。

述
曰
。
…
中
略
…
此
出
自
義
。
謂
安
惠
等
古
大
乘
師
、
多
説
唯
有
識
自
證
分
無
相
見
分
。
護
法
出
已
説
見
相
有
、
依
集
量
論
等
方
顯
發

之
。
故
先
叙
宗
。
自
體
生
時
者
、
識
自
體
也
。
皆
似
所
縁
能
縁
相
現
者
、
依
他
二
分
、
似
遍
計
所
執
情
計
二
分
現
也

（
（1
（

。

論
に
い
ふ
。
「
然
も
有
漏
の
識
〔
の
自
体
の
生
ず
る
時
に
〕
」
よ
り
「
〔
皆
な
所
縁
・
〕
能
縁
〔
に
似
る
〕
相
現
ず
」
に
至
る
。

述
し
て
曰
く
。
…
中
略
…
此
れ
は
自
義
を
出
す
。
謂
く
安
慧
等
の
古
の
大
乗
師
は
、
多
く
は
唯
だ
識
の
自
証
分
の
み
有
り
て
相
・
見
分

は
無
し
と
説
く
。
護
法
出
で
已
り
て
見
・
相
有
り
と
説
き
、『
集
量
論
』
等
に
依
り
て
方
に
之
れ
を
顕
発
す
。
故
に
先
に
宗
を
叙
ぶ
。
「
自

体
の
生
ず
る
時
に
」
と
は
、
識
の
自
体
な
り
。
「
皆
な
所
縁
・
能
縁
に
似
る
相
現
ず
」
と
は
、
依
他
の
二
分
、
遍
計
所
執
の
情
計
の
二

分
に
似
て
現
ず
る
な
り
。

　

先
ず
、『
成
唯
識
論
』
の
「
有
漏
の
諸
識
の
自
体
が
生
じ
る
時
に
は
、
み
な
所
縁
・
能
縁
に
似
た
相
が
現
れ
る
」
と
い
う
本
文
に
対
し
て
、『
述

記
』
は
次
の
よ
う
に
注
釈
す
る
。
安
慧
等
の
「
古
の
大
乗
師
」
は
多
く
は
、
た
だ
識
の
自
証
分
の
み
が
有
り
、
相
分
・
見
分
は
無
い
と
説
く
。

し
か
し
、
護
法
が
出
世
す
る
と
陳
那
の
『
集
量
論
』
等
に
も
と
づ
い
て
見
分
・
相
分
も
有
る
と
説
い
た
。
す
な
わ
ち
、
有
漏
の
諸
識
の
自
体
（
自

証
分
）
が
生
じ
る
時
に
は
、
依
他
起
性
の
相
分
・
見
分
が
、
遍
計
所
執
性
の
相
分
・
見
分
の
よ
う
に
現
わ
れ
る
と
い
う
説
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

こ
こ
に
は
、
安
慧
等
の
見
分
・
相
分
は
無
い
と
い
う
説
と
、
護
法
の
見
分
・
相
分
が
有
る
と
す
る
説
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、

安
慧
は
「
古
の
大
乗
師
」
に
属
す
と
さ
れ
、
護
法
の
解
釈
の
新
し
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
ま
た
、
護
法
の
解
釈
は
陳
那
の
『
集
量
論
』
等

の
三
分
説
に
よ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
自
証
分
を
立
て
る
と
い
う
点
で
は
安
慧
も
陳
那
の
三
分
説
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
え
る
。
安
慧
と
護

法
と
が
相
違
す
る
の
は
、
安
慧
が
遍
計
所
執
性
に
お
い
て
相
分
・
見
分
の
無
体
を
説
く
の
に
対
し
、
護
法
が
依
他
起
性
に
お
い
て
相
分
・
見



『
成
唯
識
論
述
記
』
の
伝
え
る
安
慧
の
一
分
説
に
つ
い
て
（
吉
村
）

一
〇
四

分
の
有
体
を
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

続
く
議
論
で
は
、
安
慧
等
の
見
分
・
相
分
は
無
い
と
い
う
解
釈
が
、
『
成
唯
識
論
』
の
本
文
の
解
釈
に
し
た
が
っ
て
論
破
さ
れ
て
ゆ
く
。

論
。
彼
相
應
法
應
知
亦
爾
。

述
曰
。
一
如
於
心
。
今
此
正
義
。
不
同
安
惠
及
小
乘
中
正
量
部
等
、
無
所
縁
相
得
名
爲
縁
。
不
同
薩
婆
多
等
、
許
有
行
相
、
但
取
心
外

所
縁
、
無
心
心
所
自
能
縁
故

（
（1
（

。

論
に
い
ふ
。
「
彼
の
相
応
法
も
応
に
知
る
べ
し
亦
た
爾
な
り
と
」
と
。

述
し
て
曰
く
。
一
に
心
の
如
し
。
今
此
れ
は
正
義
な
り
。
安
恵
と
及
び
小
乗
の
中
の
正
量
部
等
と
の
、
所
縁
の
相
無
き
を
名
け
て
縁
と

為
す
こ
と
を
得
と
い
ふ
に
は
同
じ
か
ら
ず
。
薩
婆
多
等
の
、
行
相
有
り
と
許
し
、
但
だ
心
外
の
所
縁
を
取
る
の
み
に
し
て
、
心
・
心
所

の
自
ら
能
く
縁
ず
る
こ
と
無
し
と
い
ふ
に
は
同
じ
か
ら
ざ
る
が
故
に
。

　

先
ず
、『
成
唯
識
論
』
の
「
そ
の
相
応
法
（
心
所
）
が
生
じ
る
時
も
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
本
文
に
対
す
る
注
釈
に
お
い
て
、
心
法
に
相
分
・

見
分
が
有
る
よ
う
に
心
所
に
も
二
分
が
有
る
と
い
う
の
が
護
法
の
正
義
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
安
慧
や
正
量
部
等
が
識

に
所
縁
の
相
（
唯
識
で
は
相
分
に
相
当
す
る
）
が
無
い
と
す
る
解
釈
や
、
説
一
切
有
部
等
が
識
に
能
縁
の
相
（
唯
識
で
は
見
分
に
相
当
す
る
）

が
無
い
と
す
る
解
釈
と
は
同
じ
で
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

論
。
若
心
心
所
至
自
所
縁
境
。

述
曰
。
自
下
第
二
正
破
安
惠
正
量
部
等
。
量
言
。
如
縁
青
時
、
若
心
心
所
上
無
所
縁
相
貌
、
應
不
能
縁
當
正
起
時
自
心
所
縁
之
境
。
此

立
宗
也
。
許
無
所
縁
相
故
。
因
也
。
如
餘
所
不
縁
境
。
喩
也
。
或
如
餘
人
境
。
又
量
、
我
餘
時
縁
聲
等
心
、
亦
應
縁
今
色
。
許
無
所
縁

相
故
。
如
今
縁
自
青
等
之
心
。
餘
人
亦
爾

（
（1
（

。

論
に
い
ふ
。
「
若
し
心
・
心
所
〔
に
所
縁
の
相
無
く
ば
〕
」
よ
り
「
〔
応
に
〕
自
の
所
縁
の
境
〔
を
縁
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
〕
」
に
至
る
。

述
し
て
曰
く
。
自
下
は
第
二
に
正
し
く
安
恵
と
正
量
部
等
と
を
破
す
。
量
に
言
く
。
青
を
縁
ず
る
時
の
如
き
、
若
し
心
・
心
所
の
上
に

所
縁
の
相
貌
無
く
ば
、
応
に
正
し
く
起
こ
る
時
に
当
た
り
て
、
自
心
の
所
縁
の
境
を
縁
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。
此
れ
は
宗
を
立
つ

る
な
り
。
所
縁
の
相
無
し
と
許
す
が
故
に
。
因
な
り
。
余
の
縁
ぜ
ざ
る
所
の
境
の
如
し
。
喩
な
り
。
或
は
余
人
の
境
の
如
し
。
又
た
量

に
、
我
の
余
時
に
声
等
を
縁
ず
る
心
も
、
亦
た
応
に
今
の
色
を
縁
ず
。
所
縁
の
相
無
し
と
許
す
が
故
に
。
今
自
の
青
等
を
縁
ず
る
心
の

如
し
。
余
人
も
亦
た
爾
り
。
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次
に
、
『
成
唯
識
論
』
の
「
も
し
心
・
心
所
に
所
縁
の
相
が
無
い
と
す
れ
ば
、
自
境
を
縁
ず
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う

本
文
に
対
す
る
注
釈
で
は
、こ
れ
は
所
縁
の
相
が
無
い
と
す
る
安
慧
と
正
量
部
等
の
解
釈
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
所
縁
の
相
（
相

分
）
が
有
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

論
。
或
虚
空
亦
是
能
縁
。

述
曰
。
…
中
略
…
古
大
乘
師
即
安
惠
等
、
既
如
是
立
二
分
倶
無
。
論
下
自
説
。
清
辨
亦
云
。
若
約
勝
義
、
諸
法
皆
空
。
唯
有
虚
僞
。
如

幻
化
等
。
若
約
世
俗
、
見
相
倶
有
。
許
有
外
境
、
故
非
唯
識
。
識
離
於
境
有
何
體
用
。
故
知
諸
法
有
境
無
心
。
…
中
略
…
故
能
縁
相
決

定
是
無
。
小
乘
諸
師
、
此
相
皆
有
。
此
義
意
言
。
心
心
所
生
必
有
能
縁
之
相
。
如
鏡
必
有
能
照
之
相
。
不
爾
便
有
如
前
説
過
。
…
中
略

…
第
一
別
破
正
量
部
等
、
第
二
別
破
清
辨
、
合
破
安
惠

（
（1
（

。

論
に
い
ふ
。
「
〔
若
し
心
・
心
所
に
能
縁
の
相
無
く
ば
、
応
に
能
縁
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
虚
空
等
の
如
し
。
〕
或
い
は
虚
空
〔
等
〕
も
亦

た
是
れ
能
縁
な
る
べ
し
」
と
。

述
し
て
曰
く
。
…
中
略
…
古
の
大
乗
師
即
ち
安
恵
等
は
、
既
に
是
の
如
く
「
二
分
は
倶
に
無
な
り
」
と
立
つ
。
論
の
下
に
自
ら
説
く
。

清
弁
も
亦
た
云
く
。
「
若
し
勝
義
に
約
せ
ば
、
諸
法
は
皆
な
空
な
り
。
唯
だ
虚
偽
の
み
有
り
。
幻
化
等
の
如
し
。
若
し
世
俗
に
約
せ
ば
、

見
・
相
は
倶
に
有
り
。
外
境
有
り
と
許
す
が
故
に
唯
識
に
非
ず
。
識
は
境
を
離
れ
て
何
の
体
・
用
有
ら
ん
。
故
に
知
る
、
諸
法
は
境
の

み
有
り
て
心
無
し
と
。
…
中
略
…
故
に
能
縁
の
相
は
決
定
し
て
是
れ
無
し
」
と
い
ふ
。
小
乗
諸
師
は
、「
此
の
相
は
皆
な
有
り
」
と
い
ふ
。

此
の
義
の
意
に
言
く
。
心
・
心
所
の
生
ず
る
と
き
に
必
ず
能
縁
の
相
有
り
。
鏡
に
必
ず
能
照
の
相
有
る
が
如
し
。
爾
ら
ざ
れ
ば
便
ち
前

説
の
如
き
過
有
る
べ
し
。
…
中
略
…
第
一
に
は
別
し
て
正
量
部
等
を
破
し
、
第
二
に
は
別
し
て
清
弁
を
破
し
、
合
し
て
安
恵
を
破
す
。

　

次
に
、
『
成
唯
識
論
』
の
「
も
し
心
・
心
所
に
能
縁
の
相
が
無
い
と
す
れ
ば
、
（
無
為
法
で
あ
る
）
虚
空
等
の
よ
う
に
、
縁
ず
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
虚
空
等
も
縁
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
本
文
に
対
す
る
注
釈

で
は
、
見
分
・
相
分
は
無
い
と
す
る
安
慧
と
清
弁
の
解
釈
を
あ
げ
、
な
か
で
も
能
縁
の
相
が
無
い
と
す
る
清
弁
の
解
釈
を
批
判
し
て
、
能
縁

の
相
（
見
分
）
が
有
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
こ
の
一
連
の
議
論
は
、
第
一
に
正
量
部
等
を
破
し
、
第
二
に
清
弁
を
破
し
、

合
わ
せ
て
安
慧
を
破
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
述
記
』
に
お
け
る
安
慧
の
一
分
説
は
、
相
分
が
無
い
と
い
う
点
で
は
正
量
部
等
の
補
特
伽
羅
説
に
類
似
し
、
相
分
と

と
も
に
見
分
も
無
い
と
す
る
点
で
は
清
弁
の
中
観
説
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
全
面
的
に
批
判
さ
れ
て
い
る
と
こ
と
が
分
か
る

（
（1
（

。
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２
安
難
陳
護
一
二
三
四

　

『
成
唯
識
論
』
に
お
け
る
第
八
識
の
行
相
に
関
す
る
議
論
は
、
二
分
説
・
三
分
説
・
四
分
説
・
一
分
説
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
「
故
識
行
相
即

是
了
別
。
了
別
即
是
識
之
見
分
。
（
故
に
識
の
行
相
は
即
ち
是
れ
了
別
な
り
。
了
別
と
い
ふ
は
即
ち
是
れ
識
の
見
分
な
り

（
（2
（

。
）
」
と
い
う
一
文

で
総
結
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
『
述
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

自
下
辨
行
相
中
、
大
文
第
三
總
結
。
故
識
行
相
即
是
了
別
、
却
結
頌
中
了
一
字
也
。
此
了
別
體
即
是
第
八
識
之
見
分
、
歸
本
所
明
。
然

安
惠
立
唯
一
分
、
難
陀
立
二
分
、
陳
那
立
三
分
、
護
法
立
四
分
。
今
此
論
文
、
護
法
菩
薩
、
依
四
教
理
、
説
四
差
別
。
倶
依
他
性
。
非

安
惠
等
諸
師
知
見

（
（2
（

。

自
下
は
行
相
を
弁
ず
る
中
に
、
大
文
第
三
に
総
結
す
。
「
故
に
識
の
行
相
は
即
ち
是
れ
了
別
な
り
」
と
い
ふ
は
、
却
て
頌
中
の
「
了
」

の
一
字
を
結
す
。
此
の
了
別
の
体
は
「
即
ち
是
れ
第
八
識
の
見
分
な
り
」
と
い
ふ
は
、
本
の
明
か
す
所
に
帰
す
。
然
る
に
安
恵
は
唯
だ

一
分
の
み
を
立
て
、
難
陀
は
二
分
を
立
て
、
陳
那
は
三
分
を
立
て
、
護
法
は
四
分
を
立
つ
。
今
此
の
論
文
は
、
護
法
菩
薩
、
四
の
教
理

に
依
り
て
、
四
の
差
別
を
説
く
。
倶
に
依
他
性
な
り
。
安
恵
等
の
諸
師
の
知
見
に
非
ず
。

　

す
な
わ
ち
、
以
下
は
行
相
の
議
論
の
総
結
で
あ
る
。
第
八
識
の
行
相
で
あ
る
了
別
の
体
は
「
見
分
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
安
慧
は

た
だ
一
分
（
自
証
分
）
の
み
を
立
て
、
難
陀
は
二
分
（
相
分
・
見
分
）
を
立
て
、
陳
那
は
三
分
（
相
分
・
見
分
・
自
証
分
）
を
立
て
、
護
法

は
四
分
（
相
分
・
見
分
・
自
証
分
・
証
自
証
分
）
を
立
て
る
。
こ
の
論
文
は
、
護
法
の
四
分
説
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
四
分
は
い
ず
れ

も
依
他
起
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
安
慧
等
の
諸
師
の
知
見
で
は
な
い
、
と
い
う
。
こ
の
一
節
か
ら
、
「
安
難
陳
護
一
二
三
四
」
と
い
う
文
句
が

生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

『
成
唯
識
論
』
の
本
文
で
は
、
第
八
識
の
行
相
で
あ
る
了
別
の
体
は
見
分
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
諸
師
の
解
釈
の
う
ち

見
分
を
立
て
な
い
の
は
、
安
慧
の
一
分
説
の
み
で
あ
る
。
安
慧
が
批
判
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う

（
（2
（

。
た
だ
し
、
安
慧

の
解
釈
は
、
相
分
・
見
分
・
自
証
分
の
三
分
説
を
前
提
と
し
、
相
分
・
見
分
を
遍
計
所
執
性
と
み
て
無
、
自
証
分
の
み
を
依
他
起
性
と
み
て

有
と
す
る
も
の
で
あ
り
、こ
の
こ
と
か
ら
一
分
説
と
い
う
の
で
あ
る
。
護
法
の
解
釈
も
や
は
り
三
分
説
を
前
提
と
し
、
依
他
起
性
と
し
て
相
分
・

見
分
・
自
証
分
を
立
て
、
さ
ら
に
証
自
性
分
を
も
立
て
て
、
す
べ
て
を
有
と
す
る
こ
と
か
ら
四
分
説
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
安
慧
・
護
法

の
解
釈
は
、
い
ず
れ
も
三
分
説
を
改
変
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
『
成
唯
識
論
』
の
本
文
に
は
、
二
分
説
・
三
分
説
・
四
分
説
・
一
分
説
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
分
説
が
安
慧
の
一

分
説
で
あ
る
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
『
成
唯
識
論
』
の
一
分
説
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

如
是
四
分
或
攝
爲
三
。
第
四
攝
入
自
證
分
故
。
或
攝
爲
二
。
後
三
倶
是
能
縁
性
故
、
皆
見
分
攝
。
此
言
見
者
是
能
縁
義
。
或
攝
爲
一
。

體
無
別
故
。
…
中
略
…
故
識
行
相
即
是
了
別
。
了
別
即
是
識
之
見
分

（
（2
（

。

是
の
如
き
四
分
は
或
は
摂
し
て
三
と
為
す
。
第
四
は
自
証
分
に
摂
入
せ
ら
る
る
が
故
に
。
或
は
摂
し
て
二
と
為
す
。
後
の
三
は
倶
に
是

れ
能
縁
の
性
な
る
が
故
に
、
皆
な
見
分
に
摂
せ
ら
る
。
此
に
言
ふ
見
と
は
是
れ
能
縁
の
義
な
り
。
或
は
摂
し
て
一
と
為
す
。
体
別
無
き

が
故
に
。
…
中
略
…
故
に
識
の
行
相
は
即
ち
是
れ
了
別
、
了
別
は
即
ち
是
れ
識
の
見
分
な
り
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
の
四
分
は
あ
る
い
は
三
つ
（
相
分
・
見
分
・
自
証
分
）
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
四
の
証
自
証
分
は
自
証
分
（
自
体
分
）
に

お
さ
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
二
つ
（
相
分
・
見
分
）
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
後
の
三
分
（
見
分
・
自
証
分
・
証
自
証
分
）
は
と
も

に
能
縁
の
性
で
あ
り
、
み
な
見
分
に
ま
と
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
見
と
は
能
縁
の
意
味
で
あ
る
。
あ
る
い
は
一
つ
に
ま
と
め

ら
れ
る
。
四
分
の
体
に
区
別
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
識
の
行
相
と
は
す
な
わ
ち
了
別
の
こ
と
で
あ
り
、
了
別
と
は
す
な
わ
ち

識
の
見
分
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

こ
こ
で
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
二
分
（
相
分
・
見
分
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
後
文
か
ら
み
て
、
そ
れ
が
見
分
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
第
八
識
の
行
相
（
了
別
）
に
関
す
る
一
連
の
議
論
は
、
最
初
に
行
相
は
見
分
で
あ
る
と
定
義
し
て
、

次
に
見
分
に
相
分
・
自
証
分
・
証
自
証
分
を
順
次
加
上
し
て
解
釈
し
、
最
後
に
そ
れ
ら
を
再
び
見
分
に
集
約
す
る
、
と
い
う
文
脈
で
理
解
す

べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
成
唯
識
論
』
の
一
分
説
は
第
八
識
の
行
相
が
「
見
分
」
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
『
述
記
』
に
お
け
る

安
慧
の
一
分
説
は
「
自
証
分
」
の
み
が
依
他
起
性
で
あ
り
有
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
内
容
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
「
安
難
陳
護
一
二
三
四
」
と
い
う
文
句
は
、
『
成
唯
識
論
』
の
記
述
で
は
な
く
、
『
述
記
』
の
記
述
を
典
拠
と
す
る
も
の
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　
　
　

四
、
結
語

　

以
上
、
『
述
記
』
に
伝
え
ら
れ
る
安
慧
の
一
分
説
を
検
討
し
た
。
そ
の
解
釈
の
特
徴
を
護
法
の
四
分
説
と
比
較
し
て
ま
と
め
れ
ば
、
次
の

よ
う
で
あ
る
。
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安
慧
の
解
釈
で
は
、
相
分
・
見
分
は
無
で
あ
り
、
自
証
分
の
み
が
有
で
あ
る
と
す
る
。
三
性
説
で
い
え
ば
、
相
分
・
見
分
が
遍
計
所
執
性
、

自
証
分
の
み
が
依
他
起
性
で
あ
る
。
前
七
識
の
熏
習
に
よ
り
、
八
識
は
す
べ
て
有
執
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
六
識
・
第
七
識
に
お
い
て
我

執
が
起
こ
り
、
前
六
識
・
第
八
識
に
お
い
て
法
執
が
起
こ
る
。

　

護
法
の
解
釈
で
は
、
相
分
・
見
分
・
自
証
分
・
証
自
証
分
の
す
べ
て
が
有
で
あ
る
と
す
る
。
三
性
説
で
い
え
ば
、
四
分
の
す
べ
て
が
依
他

起
性
で
あ
る
。
依
他
起
性
の
相
分
・
見
分
に
お
い
て
、
遍
計
所
執
性
の
所
取
・
能
取
が
生
じ
る
時
に
我
執
・
法
執
が
起
こ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
六
識
・
第
七
識
の
熏
習
に
よ
り
、
第
六
識
・
第
七
識
に
お
い
て
我
執
・
法
執
が
起
こ
る
。

　

一
方
、
安
慧
の
解
釈
に
は
、
護
法
の
解
釈
と
共
通
す
る
点
も
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、
い
ず
れ
の
解
釈
も
陳
那
が
説
い
た
と
い
う
相
分
・
見

分
・
自
証
分
に
よ
る
三
分
説
を
前
提
に
し
て
い
る
。
第
二
に
、
安
慧
に
は
依
他
起
性
の
自
証
分
に
我
・
法
の
相
が
あ
る
と
す
る
解
釈
が
あ
り
、

護
法
の
依
他
起
性
の
自
証
分
が
相
分
・
見
分
に
似
る
と
す
る
解
釈
と
共
通
の
思
考
が
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
『
述
記
』
で
は
安
慧
と
護
法
等
の
解
釈
が
対
比
さ
れ
、
安
慧
の
解
釈
が
正
量
部
等
の
補
特
伽
羅
説
や
清
弁
の
中
観
説
に
比
せ
ら

れ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
成
唯
識
論
』
の
本
文
が
八
識
の
行
相
を
見
分
に
集
約
す
る
の
に
対
し
、
安
慧
は
相
分
・
見
分
を
無
で
あ

る
と
し
、
自
証
分
の
み
を
有
で
あ
る
と
す
る
一
分
説
を
主
張
し
た
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

『
述
記
』
は
『
成
唯
識
論
』
の
三
性
説
に
関
す
る
注
釈
に
お
い
て
も
、
安
慧
の
一
分
説
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で

考
察
し
た
い
。
ま
た
、
『
述
記
』
に
伝
え
ら
れ
る
安
慧
の
一
分
説
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本
の
あ
る
『
唯
識
三
十
頌
』
安
慧
釈
等
に
見
ら

れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

注
（
１
）
『
述
記
』
の
安
慧
釈
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
に
、
富
貴
原
章
信
「
心
分
説
の
発
達
」
（
『
大
谷
学
報
』
一
五
―
一
・
三
、
一
九
三
四
年
。
後
に
『
唯

識
の
研
究
―
三
性
と
四
分
―
』
富
貴
原
章
信
仏
教
学
選
集
第
二
巻
所
収
、
一
九
八
八
年
、
国
書
刊
行
会
）
、
大
野
義
山
「
見
相
二
分
を
中
心
と
し
て

見
た
る
安
慧
・
護
法
両
師
の
立
場
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
―
一
、
一
九
五
三
年
）
、
勝
又
俊
教
『
仏
教
に
お
け
る
心
識
説
の
研
究
』
（
山
喜
房

佛
書
林
、
一
九
六
一
年
）
第
一
部
第
一
章
第
八
節
「
唯
識
述
記
の
指
示
す
る
安
慧
の
思
想
と
安
慧
造
梵
文
唯
識
三
十
頌
釈
と
の
比
較
研
究
」
一
六
―

四
八
頁
、
竹
村
牧
男
『
唯
識
三
性
説
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
五
年
）
第
一
部
第
五
章
「
『
成
唯
識
論
』
の
伝
え
る
安
慧
の
三
性
説
」
一
五
三
―

一
八
一
頁
等
が
あ
る
。
勝
又
氏
に
よ
れ
ば
、『
述
記
』
が
指
示
す
る
『
成
唯
識
論
』
の
中
で
安
慧
の
学
説
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
二
三
箇
所
あ
る
と
い
う
。



『
成
唯
識
論
述
記
』
の
伝
え
る
安
慧
の
一
分
説
に
つ
い
て
（
吉
村
）

一
〇
九

（
２
）
『
唯
識
三
十
頌
』
大
正
三
一
、
六
〇
ａ
。

（
３
）
『
述
記
』
巻
一
本
、
大
正
四
三
、
二
三
八
ｃ
。
同
二
四
一
ｂ
―
ｃ
に
も
同
趣
旨
の
文
が
あ
る
。

（
４
）
『
成
唯
識
論
』
巻
一
、
大
正
三
一
、
一
ａ
―
ｂ
。

（
５
）
『
述
記
』
巻
一
本
、
大
正
四
三
、
二
四
一
ｂ
。

（
６
）
『
成
唯
識
論
』
巻
一
、
大
正
三
一
、
一
ｂ
。

（
７
）
『
述
記
』
巻
一
本
、
大
正
四
三
、
二
四
二
ｃ
。

（
８
）
『
述
記
』
巻
一
本
、
大
正
四
三
、
二
四
二
ｃ
。

（
９
）
『
述
記
』
巻
一
本
、
大
正
四
三
、
二
四
二
ｃ
。

（
10
）『
唯
識
三
十
頌
』
第
一
七
頌
に
対
す
る
『
成
唯
識
論
』
の
本
文
に
関
し
て
、『
述
記
』
は
安
慧
の
「
転
変
」
に
つ
い
て
の
二
つ
の
解
釈
を
あ
げ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
も
護
法
と
共
通
す
る
思
考
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
『
述
記
』
巻
七
末
、
大
正
四
三
、
四
八
七
ａ
参
照
。
安
慧
の
解
釈
と
護
法
の
解
釈
の

共
通
性
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
大
野
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
『
述
記
』
巻
一
本
、
大
正
四
三
、
二
四
二
ｃ
。

（
12
）
『
唯
識
三
十
頌
』
大
正
三
一
、
六
〇
ｂ
。

（
13
）
『
成
唯
識
論
』
巻
二
、
大
正
三
一
、
一
〇
ａ
。

（
14
）
『
述
記
』
巻
三
本
、
大
正
四
三
、
三
一
七
ｂ
―
ｃ
。

（
15
）
『
述
記
』
巻
一
本
に
よ
れ
ば
、
安
慧
は
護
法
の
「
同
時
の
先
徳
」
（
大
正
四
三
、
二
三
一
ｃ
）
で
あ
る
と
い
う
。

（
16
）
『
述
記
』
巻
三
本
、
大
正
四
三
、
三
一
七
ｃ
。

（
17
）
『
述
記
』
巻
三
本
、
大
正
四
三
、
三
一
七
ｃ
。

（
18
）
『
述
記
』
巻
三
本
、
大
正
四
三
、
三
一
八
ａ
。

（
19
）
こ
の
批
判
は
、
『
述
記
』
巻
一
本
（
大
正
四
三
、
二
三
六
ｂ
―
二
三
七
ａ
）
の
邪
執
に
関
す
る
議
論
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
の
議
論
は
「
又

四
句
分
別
。
有
見
無
相
。
謂
正
量
部
師
。
不
作
相
分
而
縁
境
也
。
有
相
無
見
。
謂
清
辨
師
。
相
見
倶
有
。
餘
部
及
大
乘
等
。
相
見
倶
無
。
則
安
惠
等
。

（
又
た
四
句
分
別
す
。
①
見
有
り
て
相
無
し
。
謂
く
正
量
部
師
な
り
。
相
分
を
作
さ
ず
し
て
境
を
縁
ず
る
な
り
。
②
相
有
り
て
見
無
し
。
謂
く
清
弁

師
な
り
。
③
相
・
見
倶
に
有
り
。
余
部
及
び
大
乗
等
な
り
。
④
相
・
見
倶
に
無
し
。
即
ち
安
恵
等
な
り
。
）
」
（
同
二
三
七
ａ
）
と
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、



『
成
唯
識
論
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る
安
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説
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い
て
（
吉
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）

一
一
〇

玄
奘
門
下
に
お
い
て
安
慧
の
一
分
説
に
対
す
る
批
判
が
定
型
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

（
20
）
『
成
唯
識
論
』
巻
二
、
大
正
三
一
、
一
〇
ｃ
。

（
21
）
『
述
記
』
巻
三
本
、
大
正
四
三
、
三
二
〇
ｃ
。

（
22
）
『
述
記
』
に
お
け
る
安
慧
に
対
す
る
批
判
的
記
述
は
、
護
法
の
解
釈
を
正
義
と
す
る
玄
奘
が
、
イ
ン
ド
で
安
慧
の
弟
子
で
「
正
量
部
僧
」
の
般
若

毱
多
を
論
破
し
た
と
い
う
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
『
述
記
』
巻
四
本
、
大
正
四
三
、
三
五
一
ａ
―
ｂ
参
照
。
こ
の
話
は
、『
慈
恩
伝
』
巻
四
（
大

正
五
〇
、
二
四
四
ｃ
―
二
四
五
ｃ
）
や
『
続
高
僧
伝
』
巻
四
（
大
正
五
〇
、
四
五
二
ｃ
―
四
五
三
ａ
）
を
典
拠
と
す
る
が
、
『
述
記
』
に
は
玄
奘
が
イ

ン
ド
で
著
し
た
『
制
悪
見
論
』
の
内
容
の
一
部
が
引
用
さ
れ
る
な
ど
独
自
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
23
）
『
成
唯
識
論
』
巻
二
、
大
正
三
一
、
一
〇
ｃ
。

〔
付
記
〕

小
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
「
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
（
安
慧
・
堅
慧
）
の
思
想
の
総
合
的
研
究
」
（
代
表
者　

佐
久
間
秀

範
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


